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（目的）

このマニュアルは、集団感染や感染症・食中毒などを起こさないよう全ての職員が心掛け、衛生管理について

適切な行動を行えるためのものである。また、衛生面については、職員同士で話し合い、時には保護者と相談

しながら、子ども達に指導できることを目的とする。

（基本的姿勢）

① 清潔な環境を保てるようこまめに室内の空気を入れ替えたり、道具や備品等の消毒をしたりする

② 風邪や食中毒等の予防として、職員も手洗いやうがいを必ず行う。

③ インフルエンザなど感染性のある病気が流行している時には、マスクを着用する

④ 子どもの感染に気付いた時は、迅速に保護者に伝える

⑤ 爪は短く切り、清潔にする

（感染症への対策と発生時の対応）

事業所内や学校あるいは地域で発生している感染症に関する情報を収集し、保護者に提供すると共に、感染

症の防止や拡大予防を図れるよう情報交換を行うことが重要である。

事業所内で感染症が発生場合は、管理者が速やかに以下に連絡し、今後の対応の指示を受ける。

〇笠間保健センター    TEL：0２９６-７７-９１４５

なお、下の表に示すような学校での出席停止措置が法で定められている感染症については、その症状が疑

われる場合は保護者と連絡を取り合い、関係機関へ連絡する等対策を講じることが望まれる。

学校での出席停止措置が法で定められている主な感染症

種 感染症の種類 出席停止の期間の基準等

第

一

種

エボラ出血熱クリミア・コンゴ出

血熱痘そう

南米出血熱ペストマ

ールブルグ病ラッサ

熱急性灰白髄炎

ジフテリア重症急性呼吸器症候群（病原

体が SARS コロナウイルスであるもの

治癒するまで



に限る。）鳥インフルエンザ（病原体がイ

ンフルエンザウイルス A 属インフルエ

ンザ A ウイルスであってその血

清亜型がＨ５Ｎ１であるものに限る。）

※感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法

律第六条第七項から第九項までに規程する「新型インフルエ

ンザ等感染症」，「指定感染症」及び「新感染症」は第一種の感

染症とみなす。

第

二

種

インフルエンザ（鳥インフルエンザ

（H5N1）及び新型インフルエンザ

等感染症を除く）百日咳

麻疹

流行性耳下腺炎

風疹水痘

咽頭結膜熱

  

結核、髄膜炎菌性髄膜炎

○インフルエンザ：発症した後五日を経過し、かつ解熱した後

二日（幼児にあっては三日）を経過するまで

○百日咳：特有の咳が消失するまで又は五日間の適正な抗

菌性物質製剤による治療が終了するまで

○麻疹：解熱した後三日を経過するまで

○流行性耳下腺炎：耳下腺，顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現

した後五日を経過し、かつ、全身状態が良好になるまで。

○風疹：発疹が消失するまで

○水痘：すべての発疹が痂皮化するまで

○咽頭結膜熱：主要症状が消退した後二日を経過するまで

（アデノウイルスのみでなく発熱・結膜炎・咽頭炎を主症状と

する）

○結核、髄膜炎菌性髄膜炎：病状により学校医その他の医師

において感染のおそれがないと認めるまで。

第

三

種

コレラ細菌性赤痢

腸管出血性大腸菌感染症

腸チフスパラチフス流行

性角結膜炎急性出血性結

膜炎その他の感染症

症状により学校医その他の医師において感染のおそれがな

いと認めるまで

〈第三種の感染症について〉学校教育活動を通じ、学校において流行を広げる可能性がある感染症を規定している。出席停止期間の基準は、症

状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めるまでである。

なお、学校で通常見られないような重大な流行が起こった場合に、その感染拡大を防ぐために、必要があるときに限り、校長が学校医の意見

を聞き、第三種の感染症の「その他の感染症」として緊急的に措置をとることができる。「その他の感染症」として出席停止の指示をするかど

うかは、感染症の種類や各地域、学校における感染症の発生・流行の態様等を考慮の上で判断する必要がある。
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